


JAグループの主張
～家族農業をまもり、農業・農村の「めぐみ」をささえていきます～
農業経営体に占める家族経営体の割合は、日本が９７．６％、米国が９８．７％となっており、
農業は家族農業によって支えられています。国連は、家族農業が食料安全保障や貧困撲滅に
大きな役割を果たしていると評価しています。家族農業が衰退すれば、国土は荒廃し、消費
者に食料を安定供給することが困難になります。家族農業の維持・発展は、食料の安定供給（安
定生産）だけでなく、環境保全、地域の活性化等にもつながります。

農業は、安全で安心できる農産物を生産する役割を果たしているだけではありません。農村
で継続して農業が営まれることで、生活にさまざまな「豊かさ」をもたらしてくれます。水
田は雨水をためることで洪水や土砂崩れを防ぎ、多様な生き物を育んできました。美しい農
村風景は心を和ませ、癒やしの空間としての役割を果たしており、その「恵み」は、農村だ
けでなく都市住民を含め国民全体に及びます。このような農業生産活動をすることで生じる、
農産物の供給以外の幅広い機能を「農業・農村の多面的機能」と呼びます。

※数字は農林水産省オフィシャルHP：国連「家族農業の10年」（2019-2028）より

（「ＪＡファクトブック２０１８」より引用）

持続的な食料供給
●安全生産の確保
●安全な食料の生産
●未来に対する安心を与える

環境への貢献
●洪水防止
●土砂崩壊や土壌浸食の防止
●水資源涵養
●有機性廃棄物の分解
●生物多様性の保全
●良好な景観の形成

地域社会の形成・維持
●地域社会の振興
●伝統文化の継承
●体験学習と教育

チパンダくん

日本の
「食」と「農業」を
応援しています
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